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市
は
３
月
14
日
、庄
原
市
ふ
る
さ
と
功

労
賞
授
与
式
を
市
役
所
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

ふ
る
さ
と
功
労
賞
は
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
、社
会
貢
献
な
ど
で
市
民
生
活
に
夢
と

希
望
を
与
え
、庄
原
市
の
名
を
高
め
た
方

を
顕
彰
す
る
制
度
と
し
て
平
成
20
年
度
に

制
定
。

　

今
回
は
文
化
功
労
と
し
て
、地
域
文
化

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
方
や
写
真

や
俳
句
な
ど
の
芸
術
分
野
に
お
い
て
全
国

文
化・ス
ポ
ー
ツ
で

顕
著
な
功
績
を
収
め
た
８
人
を
表
彰

刀
匠 

久く

保ぼ

善よ
し
ひ
ろ博

さ
ん
に

庄
原
市
市
民
栄
誉
賞

総
務
課
人
事
秘
書
係　
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大
会
で
極
め
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

方
、ス
ポ
ー
ツ
功
労
と
し
て
競
泳
や
陸
上
、

杖
道
な
ど
で
世
界
大
会
・
全
国
大
会
に
出

場
し
、極
め
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方

な
ど
８
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

滝
口
季
彦
市
長
は「
皆
さ
ん
の
功
績
は
、

日
々
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
成
果
と
し
て

現
れ
た
も
の
。功
労
賞
を
授
与
で
き
る
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
い
」と
述
べ
、出
席
者

一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

市
は
３
月
23
日
、西
城
町
在
住
の
刀
匠 

久
保
善
博
さ
ん
に「
庄
原
市
市
民
栄
誉
賞
」

を
授
与
し
ま
し
た
。

　

庄
原
市
市
民
栄
誉
賞
は
、社
会
福
祉
の

向
上
、経
済
の
発
展
、学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

学
な
ど
の
振
興
に
貢
献
し
、郷
土
の
誇
り

と
す
る
方
の
栄
誉
を
称
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
20
年
度
に
制
定
。

　

久
保
さ
ん
は
、平
成
13
年
に
西
城
町
で

善
博
日
本
刀
鍛
錬
道
場
を
開
き
、刀
製
作

と
同
時
に「
た
た
ら
製
鉄
」や
金
属
工
学
の

研
究
を
し
な
が
ら
、そ
の
成
果
を
論
文
と

し
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、作
刀
と
和
鉄
研

究
の
双
方
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
に
は
庄
原
市
無
形
文
化

財
・
日
本
刀
製
作
技
術（
保
持
者
）に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。昭和 40 年 鹿児島県奄美大島で生まれる

平 成 元 年 千葉大学大学院修了

同　　 年 無鑑査刀匠 吉原義人氏に入門

平 成 ６ 年 島根県横田町（現奥出雲町）へ移住し作
刀活動を開始

同　　 年 初出品作が新作刀展覧会で優秀賞・新
人賞を獲得

平成 13 年 西城町大佐に善博日本刀鍛錬場を開く

平成 22 年 庄原市無形文化財 日本刀製作技術（保
持者）に指定

西城町在住 46 歳
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